
被
災
地
の
声
を

被
災
者
支
援
に
活
か
す

今
回
の
調
査
で
は
、
桜
江

町
の
川
越

・
小
田

・
今
田
や

松
川
町

・
川
平
町
に
入
り
、

被
災
者
の
か
ら
の
聴
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
で

一
番
大
き

な
被
害
を
受
け
た
桜
江
町
川

越
で
は
、

「立
て
続
け
に
被

害
に
あ
っ
た
。
堤
防
の
完
成

を
30
年
以
上
待
っ
て
い
る
」

「せ
っ
か
く
直
し
た
家
が
ま

た
浸
か
っ
た
。
こ
ん
な
環
境

で
は
、
い
ず
れ
人
が
住
ま
な

く
な
る
」
と
、
防
災
に
対
す

る
行
政
の
取
り
組
み
の
遅
れ

を
指
摘
す
る
声
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
▼
大
型

土
嚢
を
設
置
し
、
災
害
時
に

は
水
の
流
入
を
防
ぐ
緊
急
対

応
を
求
め
る
声
、
▼
無
堤
防

地
区
か
ら
の
移
転

へ
の
支
援

を
求
め
る
声
、
▼
事
業
所
が

被
災
し
た
こ
と
で
、
仕
事
に

遅
れ
が
で
る
こ
と

へ
の
懸
念

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

被
災
者
支
援
充
実

求
め
て
国

・
県

へ

21
日
に
は
山
下
修

市
長
と
の
懇
談
も
行

い
、
そ
の
際
に
は
坪

内
涼
二
県
議
も
同
席

し
ま
し
た
。

山
下
市
長
は

「中

国
地
方
の
一
級
河
川

で
、
江
の
川
が

一
番

治
水
整
備
が
遅
れ
て

い
る
。
国
と
し
て
治

水
予
算
を
確
保
し
、

堤
防
や
宅
地
の
か
さ

上
げ
な
ど
、
防
災
事

業
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
」

「今
後
の
防
災
対
策
で
は
、

堤
防
や
か
さ
上
げ
だ
け
で
な

く
、
安
全
な
場
所

へ
の
移
転

補
償
を
行
う
制
度
も
必
要
」

と
述
べ
ま
し
た
。

大
平
前
衆
議
院
議
員
は
、

党
国
会
議
員
団
の
論
戦
に
よ

り
、
災
害
救
助
法
で
の
住
宅

の
応
急
修
理

へ
の
支
援
が
充

実
し
た
こ
と
に
触
れ
、
さ
ら

に
実
態
に
見
合
っ
た
支
援
と

な
る
よ
う
求
め
て
い
き
た
い

と
述
べ
ま
し
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

日
本
共
産
党
江
津
市
議
団

で
は
、
今
回
の
調
査
を
も
と

に
島
根
県
や
国
に
対
し
て
、

被
災
者
支
援
の
充
実
や
早
急

な
治
水
事
業
の
推
進
を
求
め

る
要
請
を
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

計
画
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

グ
ル
ー
プ
会
社

江
津
市
内
東
部
の
山
間
部

へ
、
大
型
風
力
発
電
施
設
を

設
置
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
株
式
会
社

（本

社

・
東
京
）
が
進
め
て
お
り
、

松
川
町
上
津
井
や
桜
江
町
谷

住
郷

・
長
戸
路
、
さ
ら
に
は

大
田
市

・
川
本
町
に
ま
た
が

る
地
域

へ
、
全
長
１
６
０
ｍ

（ブ
レ
ー
ド
部
分
は
60

ｍ
）

の
風
車
を
10
基
程
度
設
置
す

る
も
の
で
す
。
今
年
12
月
に

は
設
置
申
請
し
、
２
０
２
７

年
に
は
運
用
を
始
め
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
規
模
は
、
す

で
に
市
内
で
稼
働
し
て
い
る

風
力
発
電
よ
り
、
大
型
の
も

の
と
な
り
ま
す
。

住
民
に
メ
リ
ッ
ト
あ
る
？

６
月
24
日
の
市
議
会
情
報

交
換
会
で
、
市
執
行
部
は

「設
置
場
所
は
確
定
し
て
お

ら
ず
、
必
ず
設
置
さ
れ
る
と

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
住
民

の
意
見
聴
取
に
努
め
、
大
き

な
反
対
が
な
け
れ
ば
」
と
説

明
。
し
か
し
、
７
月
１
日
か

ら
市
役
所
本
庁
や
桜
江
支
所

で
、
計
画
段
階
環
境
配
慮
書

の
縦
覧
が
行
わ
れ
、
31
日
を

〆
切
に
計
画

へ
の
意
見
書
受

け
付
け
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
既
存
の
風
力
発

電
に
よ
り
、
騒
音

・
振
動
な

ど
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、

住
民
に
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
ま

ま
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
み
が
押

し
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
脱
原
発

の
推
進
を
政
策
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
住
民
の
声
が

反
映
さ
れ
な
い
計
画
に
は
反

対
し
ま
す
。
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２０２０年７月２６日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

国

・
県
へ
の
被
災
者
支
援
充
実
の
要
請
に
向
け
て

大
雨
災
害
の
現
地
調
査
を
実
施

20

・
21
日
、
豪
雨
災
害
の
被
災
地
を
日
本
共
産
党
の
大
平

よ
し
の
ぶ
前
衆
議
院
議
員

・
む
こ
せ
慎

一
衆
院
島
根
２
区
予

定
候
補

・
尾
村
と
し
な
り
県
議

・
大
国
陽
介
県
議
と
党
市
議

団
が
調
査
し
ま
し
た
。

大雨による浸水被害

地区 地域
住家の被害 非住家の

被害
計

床上浸水 床下浸水

松川

上河戸 0 1 1 2
下河戸 0 1 1 2
長良 1 1 0 2

川平 1 1 0 2

川戸

後山中 1 0 1 2
小田 5 5 7 17
月の夜 1 0 1 2

谷住郷 0 0 3 3
市山 今田 0 0 3 3

川越

渡田 7 5 3 15
田津 10 4 1 15
上大貫 9 3 1 13

下大貫 1 5 3 9

合計 36 26 25 87

7月17日15時時点で市が把握している状況です。

川越での聴き取り

市
長
と
の
懇
談
。
右
か
ら
森
川

・
大
国

・
尾

村

・
大
平

・
む
こ
せ

・
多
田
。

住
民
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
？

松
川
町
上
津
井

・
桜
江
町
谷
住
郷
に

全
長
１
６
０
ｍ
の
風
力
発
電
設
置
計
画



豪
雨
と
コ
ロ
ナ
の
影
響

辞
令
交
付
式
の
あ
い
さ
つ
で

山
下
市
長
は
、
７
月
13

・
14
日

の
豪
雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、

「浜
原
ダ
ム
の
放
流
は
、
２
０

１
８
年
の
際
は
最
大
で
毎
秒
７

２
６
０
ｔ
だ
っ
た
が
、
今
回
は

６
８
７
１
ｔ
で
約
４
０
０
ｔ
少

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
最
高

水
位
は
２
年
前
よ
り
約
１
ｍ
低

く
、
浸
水
家
屋
は
前
回
の
約
１

／
４
と
な
っ
た
。
江
津
市
は
災

害
救
助
法
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
が
、
被
災
者
生
活
支

援
法
に
つ
い
て
は
、
指
定
の
基

準
に
達
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

九
州
や
中
部
地
方
な
ど
に
被
害

を
及
ぼ
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ

る

一
連
の
被
害
と
し
て
激
甚
災

害
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
農
家
災

害
の
支
援
率
が
高
ま
る
が
、
被

害
額
は
前
回
の
１
／
10
を
下
回

る
見
込
み
」
と
報
告
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
生
活
は
少
し
づ

つ
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
東

京
周
辺
で
感
染
が
再
度
拡
大
し

て
お
り
、
全
国

へ
の
波
及
の
可

能
性
に
よ
り
、
市
内
の
飲
食
業

な
ど

へ
影
響
が
出
て
い
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

春
以
降
、
市
内
で
も
営
業
や

イ
ベ
ン
ト
の
自
粛

・
中
止
が
あ

り
、
道
の
駅
で
の
売
り
上
げ
や

飲
食
業

・
宿
泊
業
さ
ら
に
は
給

食
な
ど
で
の
消
費
減
で
、
市
内

産
の
農
産
物

へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

豪
雨
災
害
で
の

農
業
の
被
害
状
況

豪
雨
災
害
に
よ
る
農
業

へ
の

直
接
の
被
害
は
冠
水
が
１
８
３

㏊
に
お
よ
び
、
農
作
物
で
は
桑

・

ゴ
ボ
ウ

・
大
豆

・
カ
ボ
チ
ャ
な

ど
２
９
０
０
万
円
、
農
機
具
は

白
ネ
ギ
皮
む
き
機

・
運
搬
車
な

ど
４
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
波
積
町
で

農
道
が
１
カ
所
壊
れ

て
い
ま
す

（７
月
20

日
時
点
）
。

第2410号 ご う つ 民 報 （２）

７
月
13

・
14
日
の
豪
雨
災
害

で
は
、
幸
い
に
も
江
津
市
内
に

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

床
上
浸
水
36
棟
、
床
下
浸
水
26

棟
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た

（
２

年
前
の
西
日
本
豪
雨
で
は
床
上

浸
水
１
６
７
棟
、
床
下
浸
水
52

棟
）
。
こ
の
ほ
か
に
非
住
家
で

も
25
棟
が
浸
水
し
、
道
路
で
は

55
カ
所
、
河
川
で
は
５
カ
所
、

農
業
関
係
で
は
農
地
の
冠
水
に

よ
り
農
作
物
の
収
穫
に
影
響
が

出
る
ほ
か
、
農
機
具
も
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
18
日
か

ら
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

（社
協
）
に
よ
り
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が
始
ま
り
ま

し
た
。
た
だ
、
今
回
の
募
集
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

「市

内
在
住
か
市
内
勤
務
の
人
」
に

限
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
か
ら
、

日
本
共
産
党
江
津
市
議
団
と
し

て
参
加
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

19
日
、
多
田
伸
治
市
議
と
桜
江

町
川
越
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

へ
行
く
と
、
朝
９
時
の
時

点
で
私
た
ち
を
含
め
て
４
組
９

人
が
駆
け
付
け
て
い
ま
し
た
。

社
協
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
割

り
振
ら
れ
て
私
た
ち
が
う
か
が
っ

た
の
は
、
床
上
１

・
２
ｍ
ま
で

浸
水
し
た
お
宅
で
し
た
。
２
年

前
に
も
床
上
浸
水
の
被
害
に
あ
っ

て
お
ら
れ
、
台
所
や
座
板

・
床

を
改
修
し
、
家
電
製
品
も
新
た

に
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
再
び
浸
水
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
お
宅
で
、
ゴ
ミ
出
し
、

浸
水
の
跡
の
残
る
窓

・
網
戸
や

風
呂
の
掃
除
、
床
や
押
し
入
れ

の
雑
巾
が
け
、
取
り
外
せ
る
ド

ア
や
収
納
の
水
洗
い
、
家
屋
周

辺
に
堆
積
し
た
土
砂
や
ゴ
ミ
を

水
で
そ
そ
ぐ
な
ど
、
後
片
付
け

を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
時
折
、

強
い
雨
も
降
り
蒸
し
暑
い
中
で

で
し
た
が
、
帰
省
さ
れ
た
ご
家

族
の
協
力
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
作
業
が
進
み
、
午
後
３
時
に

は
終
了
し
ま
し
た
。

作
業
終
了
の
報
告
の
際
、
社

協
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
う
か
が
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
は

あ
る
も
の
の
、
被
災
さ
れ
た
方

か
ら
の
派
遣
要
請
が
少
な
い
そ

う
で
、
簡
単
な
作
業
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
利
用
で
き
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
活
用
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て
、
繰
り
返
す
災
害

に
対
し
て
早
期
の
堤
防
設
置
に

加
え
、
移
転
補
償
に
よ
る
防
災

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
国
の
制

度
充
実
を
図
る
必
要
性
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

森
川
よ
し
ひ
で

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（敬
称
略
）

災
害
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
て

農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
体
制

７
月
20
日
、
２
０
２
０
年
度
第
５
回
の
農
業
委
員
会
総
会
が
開

か
れ
、
市
長
よ
り
11
人
の
農
業
委
員
が
辞
令
交
付
さ
れ
、
農
業
委

員
会
会
長
に
佐
々
木
英
夫
氏
、
副
会
長
に
山
田
博
氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た

（留
任
）
。
ま
た
、
11
人
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
は
、
農
業
委
員
会
会
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

20
日

19
日

18
日

坂

本

孝

子

可

部

敏

子

山

藤

樹

三

（97
）

（98
）

（69
）

江

津

町

桜

江

町
川
越

波

子

町

農業委員

推薦・応募 新・再 氏名 年齢 住所

個人推薦 再 深野政勝 77 二宮町

個人推薦 再 山田博 77 桜江町

個人推薦 再 山本秀彦 73 桜江町

個人推薦 再 大村理之 72 波子町

団体推薦 再 佐々木英夫 70 川平町

団体推薦 再 田代和秋 68 桜江町

応募 再 柳原良雄 67 波積町

応募 再 原田和德 62 和木町

応募 再 二本木俊二 63 松川町

応募 再 和田幸子 68 千田町

応募 再 藤井孝子 49 後地町

農地利用最適化推進委員

推薦・応募 新・再 氏名 年齢 住所

個人推薦 新 盆子原温 70 有福温泉町

個人推薦 再 井上清澄 74 桜江町

個人推薦 再 階本誠一 74 桜江町

応募 再 崎谷靖德 67 桜江町

応募 新 野田英夫 68 跡市町

応募 再 河村博幸 76 都治町

応募 新 佐々木建也 73 松川町

応募 再 湯淺憲昭 71 桜江町

応募 再 仲津和法 71 都野津町

応募 再 壱岐和功 72 波積町

応募 再 野村耕平 73 渡津町


